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～福江高校内に、特別支援学校・分教室「潮風教室」が設置されます～ 

◆来年４月、豊橋特別支援学校の分教室「潮風教室」が、本校の施設を活用して設置されます。 

◆潮風教室は、渥美半島内に暮らす特別な支援を要する子ども達の長時間通学を解消します。 

◆本校は潮風教室とともに、地域の中で豊かに学ぶインクルーシブ教育を充実させていきます。 
 

渥美半島先端地域への特別支援学校分教室の設置に

ついて（10/29記者発表資料） 

 愛知県では、渥美半島先端地域における特別支援

学校への長時間通学の解消を図るため、２０２０年

４月より県立福江高等学校の施設を活用して、特別

支援学校の分教室を設置します。 

１ 分教室の概要 

◆名称：愛知県立豊橋特別支援学校・潮風（しおか

ぜ）教室※県立豊橋特別支援学校の分教室とします

◆設置場所：県立福江高等学校内 

◆設置年度：２０２０年度（４月開設） 

◆設置学級：高等部を設置します。第１学年１学級 

第２学年１学級 計２学級（開設時）※第３学年は

対象なし（開設時） 

◆対象生徒：田原市の旧渥美町及び旧赤羽根町に在

住する中学校又は特別支援学校中学部を卒業

した知的障害のある生徒です。 

（２０２０年度は、４人程度を想定） 

 

２ 設置の目的 

県立福江高等学校の施設を活用して、特別

支援学校の分教室を設置することにより、渥

美半島先端地域における特別支援学校への長

時間通学の解消を図ります。 

また、住み慣れた地域での自立と社会参加

を目指し、地域に根ざした特色ある教育を推

進するとともに、高等学校と特別支援学校の生徒相互の自然な交流による、共生社会の実現に

向けた取組を推進していきます。 

 

３ 校名について 

田原凧は江戸時代から伝承されている田原市の習俗で、「初凧（はつだこ）」は、子どもの誕

生と健やかな成長を願って掲げられており、凧を大空高く舞い上がる潮風のように、『子どもた

ちを大きく成長させ社会へと送り出す分教室』となるようにと願いを込めています。 

また、「潮風」の名称は、田原市の自然、風土に由来するものであり、在籍する生徒が海から

吹く風のように『力強くたくましく生きてほしい』との意味があります。 

すまいる福江！ 
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福江高校は、生徒の多様なニーズにこたえます！ ２０１９年１２月１日 
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図２ 潮風教室の通学区域 

図１ 中日新聞 
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